
第５号様式
令和6年　7月　5日

　下記事業所について、次のとおり運営推進会議を開催したことを報告します。

（裏面あり）

４．活動状況報告

別紙（第３号様式）のとおり

当該サービスに知見を有する者 ほっと青葉

当該サービスに知見を有する者 歯科医

市の職員又は地域包括支援センターの職員 大場地域ケアプラザ　

利用者又は利用者の家族

地域住民の代表者 民生委員・児童委員

３．出席者

氏名 分野 備考（所属・従事経験など）

利用者又は利用者の家族

運営法人 株式会社　ゆい

２．開催日時・場所

日時 令和6年7月5日　　　13時半 ～ 14時 場所 ゆい青葉

所在地 横浜市青葉区荏田町1288

担当者 井口　祐太 連絡先 045-912-6461

運営推進会議開催報告書

１．基本情報

事業所名 小規模多機能施設　ゆい青葉

サービス種別 小規模多機能型居宅介護



　　

８．その他特記事項

７月5日　避難訓練実施。消防隊指導によるAED講習を実施。

５．活動状況に関する評価・意見・要望

家族①：　いつも楽しんでいるイベント写真を見てほっとしています。
家族②：　運営方針などいろいろ取り組まれているのを聞いて大変だと思いますがよろしくお願いします。

６．評価・意見・要望に対する考え・取組

ヒヤリハットについて：　　情報をいただいた咽込み・窒息に限らず、今後も検討を継続する。
地域参加：　今までは地域の行事に参加することを中心としていたが、地域の方を招くことができるように
　　　　　　　　していく。

７．地域からの情報提供

包括：　「アートを楽しもう会」。１０月に開催するので参加してください。包括にボランティアをやりたいという
方が来るので、受け入れていただけるならご紹介します。



第３号様式
 

１．基本情報

要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

平均介護度　　 3.1

ア 11 0 8
イ 17 8 1
ウ 12 0 32
エ 26 6 40
オ 8 0 24
カ 30 30 0
キ 17 7 19
ク 30 30 0
ケ 9 0 22
コ 22 6 36
サ 24 10 29
シ 16 8 16
ス 2 1 2
セ 26 27 7
ソ 8 0 16
タ 13 7 0
チ 8 0 16
ツ 9 0 18
テ 30 30 0
ト 8 0 16
ナ 0 0 7
ニ 5 5 0
ヌ 4 4 0
ネ
ノ
ハ
ヒ
フ
ヘ

平均 15 8 13
＊ （裏面あり）

包括より紹介
居宅より紹介
居宅より紹介

グループホーム入所待ち

　3　　名 　4　　名  5　名

３．サービス提供回数（会議開催の前月分）

登録者 通い 泊まり 訪問 備考（入所日、退所日など）

要介護度
　　　　名 　　　　名 　　4　　名 　5　名

２．登録者の状況

登録者数（　6月　30日現在） 女性　18  名 男性　5　名 計　　　23 　名

担当者 井口　祐太 連絡先 045-912-6461

運営法人 株式会社　ゆい

令和6年　7月　1日

活動状況報告書（小規模多機能型居宅介護・看護小規模多機能型居宅介護）

事業所名 小規模多機能施設　ゆい　青葉

所在地 横浜市 青葉区　荏田1288



７．地域への情報提供

10月　横浜市民ギャラリー共催の「一緒に楽しもう会」に参加予定しています。

８．その他特記事項

7月5日　避難訓練　消防隊員協力にて消火訓練とAED講習を予定
小黒自治会　防犯パトロール参加

５．活動報告

○社内研修
　ジョブメドレーＥラーニングの研修実施
　　研修内容     6月　感染症・食中毒の予防及び蔓延防止に関する研修
　

　○行事
　6/26　そうめん流しレク
　7/9　ごぼう先生のオンラインレクリエーション参加
　
　 ＊フラワーアレンジメント・・・毎月第２・第４木曜日　希望者のみ参加

６．事故・ヒヤリハット報告

内容

事故・・・0件（内行政報告0件）　　ヒヤリハット・・・2件

●ヒヤリハット
①転倒の危険
テーブル席に誘導後、車いすフットレストに足を乗せたままの状態であることを発見。近くにいた職
員が声掛けしてフットレストから足を下ろすよう促すとともに再度フットレストに足を乗せないよう、
フットレストを上げる対応を行った。
②転倒の危険
一人で階段昇降が危険な利用者様が、一人で階段を上ろうとしているところを発見し介助にて２階
フロアに移動。

改善策

ヒヤリハット①
【原因】テーブルに誘導する場合は基本的にはフットレストから足を下ろす、ということの認識不足
があった。　誘導後の安全確認が不十分であった。
【対策】ADLの向上も踏まえて、座位が取れる方は椅子に座ってもらう。椅子への移乗が難しい場
合は、フットレストから足をおろす。（ブレーキの確認、フットレストの確認は基本として捉える）
ヒヤリハット②
【原因】頻度は低いが以前から同様の行動があった。職員も意識しながら対応しており、階段手前
で対応することが出来た。
【対策】今後も本人の精神状態を加味しながら、先回りして声掛けする対応を継続していく。精神
的に落ち着かない日には２階フロアで過ごすことも検討する。

 

４．運営方針

事業所の目標
事業所の理念：その人らしく生きる～その一瞬を大切に～
今年度目標：チャレンジ、成長、自律と自立

目標に向けた
具体的取組

【事業所のしつらえ・環境】
　　　・利用者様が何かやってみたいと思える環境づくり
　【事業所と地域のかかわり】
　　　・地域と関わる機会を設ける（例：地域の行事にご利用者様と参加）
　【業務・職員について】
　　　・働きやすい環境づくり、業務効率化に向けてICTの活用
　　　・『その人らしく生きる』を意識し必要なケアを皆で考える為に月１回のカンファレン
ス及びチームケアを行う。
　　　・スタッフの成長をサポート
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